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HIrado H
ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸

施
政
方
針
と
予
算

今
年
度
も

躍
動
す
る
1
年
に

新たな「広報ひらど」へリニューアル



火災救急件数

７件（５件）

296件（284件）

●火災

●救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
平成29年２月末現在平成29年２月末現在

16件（10件）

０人（０人）

17人（11人）

●件　数

●死　者

●負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　22-3167問総務課危機管理班　内線（2313）問

人口の動き

●男　性　　15,273人（－８人）

●女　性　　17,318人（－20人）

●世帯数　　14,185戸（－６戸）

※（　）は、前月との比較

●総人口　  32,591人（－28人）

　平戸地区　18,890人（－10人）

　生月地区　5,696人（－10人）

　田平地区　6,898人（－６人）

　大島地区　1,107人（－２人）

平成29年３月１日現在

市民課戸籍住民班　内線（2523）問

広報ひらど 平成29年４月号 2

　今月号から「広報ひらど」を全ページリ

ニューアルしました。

　「広報ひらど」は、市の情報発信の役割を

担うべく、毎月発行しているのですが、図

書館やハッピーバースデーなどの定例ペー

ジは何年もレイアウトが変わらず、新鮮味に

かけていました。今回はデザインも一新し、

内容も整理して、新たな「広報ひらど」として

生まれ変わりました。

　これからも、今まで以上に市民の皆さん

に伝わりやすく、さらに手に取って読んでい

ただけるような「広報紙」を提供できるように

努めていきます。

目次・平戸で活躍する若人・人口の動き・

交通事故件数・火災救急件数

夢に向かってはばたけ

特集

施政方針・予算

やらんば補助金募集

平戸市の財産・職員・財源を考える

図書館・今月のレシピ・小さなお宝発見

高齢者通いの場・消費相談員・国際交流員

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がここに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ

ハッピーバースデー

カレンダー
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１夢に向かって羽ばたけ

松浦ゆうき さん

平戸中学校

岩の上町

まつうら

３年

　母、兄、姉とも
柔道経験者という
柔道一家。
　課題という体力
強化に向け、日々
練習に邁進中

『今、この瞬間を大切に』

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します

　幼いころ、体を動かすのが大好きな反面、自分の意志を貫こ
うとする、言わば頑固者でした。
　柔道を通して弱い自分を受け入れ、挑戦し続けることで、人
として成長していると感じています。すべてのことに感謝し、自
分を信じて今できることを精一杯頑張ってほしいと願っています。

応援団
からの

一言

母・しのぶ  さん

目
指
す
は
何
で
も
で
き
る

　
　
　
　

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー

　
「
私
は
、
練
習
の
時
か
ら
試
合
を

想
定
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
緊
張
感
が
出
て
、

自
然
と
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」と
、
練
習
に
対
す
る
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た「
試
合

前
は
、
必
ず
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
行
い
、
勝
つ
イ
メ
ー
ジ
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
大
会
が

近
づ
く
と
、
よ
く
大
会
に
出
た
時
の

夢
を
見
る
ん
で
す
よ
」と
、
試
合
前

の
緊
張
が
垣
間
見
え
る
一
面
も
。

　

目
標
に
す
る
選
手
を
尋
ね
る
と

「
福
岡
県
の
１
つ
学
年
が
上
の
選
手

で
す
ね
。
全
国
大
会
を
２
連
覇
し
て

い
て
、
寝
技
も
立
ち
技
も
何
で
も
で

き
る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
選
手
で
、

私
も
そ
の
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い

で
す
」と
、
声
を
弾
ま
せ
な
が
ら
答

え
ま
す
。

　

ま
た「
指
導
者
の
先
生
た
ち
は
、

技
術
的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
礼
節

も
し
っ
か
り
指
導
し
て
く
れ
る
の
で
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
親
に
は
柔
道
を

習
わ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
言

い
た
い
で
す
ね
」と
、
感
謝
の
気
持

ち
も
忘
れ
ず
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
姿
に
、
無
限
の
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。

　

松
浦
さ
ん
は
５
歳
か
ら
柔
道
を
始

め
、
現
在
は
、
部
活
と
週
３
回
の
道

場
通
い
で
、
技
を
磨
い
て
い
ま
す
。

得
意
技
は「
背
負
い
投
げ
」。
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
の
得
意
技
で「
最
近
は
よ

く
試
合
で
も
決
ま
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
」と
、
今
で
は
格
段
に
精

度
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　

は
今
年
の
全
国
大
会
で
入
賞

　
　
　

す
る
こ
と
」と
、
大
き
な
目

標
に
向
か
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
る
、

平
戸
中
学
校
３
年
の
松
浦
ゆ
う
き

さ
ん
。
昨
年
の
県
中
総
体
柔
道
女

子
44
ｋ
ｇ
級
で
優
勝
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
も
多
く
の
大
会
で
好
成
績
を

収
め
て
い
る
実
力
者
で
す
。

夢
「



施政方針
黒田市長が平成29年度の施政方針を表明

 
平
成
29
年
３
月
平
戸
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
黒
田
市
長
が

平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
の
演
説

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成

に
あ
た
り
ま
し
て
は「
平
戸
市
総

合
計
画
」の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

共
通
目
標
お
よ
び
基
本
目
標
を

予
算
編
成
の
柱
と
す
る
と
と
も
に

「
行
政
改
革
推
進
計
画
」お
よ
び

「
第
２
次
財
政
健
全
化
計
画
」を

踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な

事
業
の
取
捨
選
択
を
行
う
な
ど
、

財
政
状
況
も
勘
案
し
た
予
算
の
重

点
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し

た「
平
戸
市
総
合
戦
略
」に
計
上

さ
れ
た
施
策
に
つ
い
て
は
そ
の
目

標
達
成
の
た
め
、
積
極
的
、
重
点

的
に
予
算
配
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30

年
度
の
決
定
に
向
け
、
今
後
も
各

関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
登
録
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

共
通
目
標

①
参
画
と
連
携
に
よ
る
自
立
し
た

　

地
域
の
確
立

　

住
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
継
続
し
て
住
民
に
よ
る

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど

の
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

広報ひらど 平成29年４月号 4

躍
動
す
る
「
ひ
ら
ど
」
を

今
ま
で
以
上
に

加
速
さ
せ
て
い
く

新
年
度
予
算
の
方
針

平
戸
市
総
合
計
画
に

基
づ
く
予
算
編
成
の
概
要
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②
効
果
的
・
戦
略
的
な
行
政
経

　

営
へ
の
転
換

　

行
政
改
革
推
進
計
画
お
よ
び
定

員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
歳
入

の
確
保
や
行
政
経
費
の
削
減
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
歳
入
確

保
策
と
な
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
全
国

か
ら
の
寄
附
者
に
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
改
善
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標

①
自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
快

　

適
な
生
活
基
盤
の
確
保

　
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
都
市
」を

実
現
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
促
進
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
へ
の
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
や
自
主
防
災
組

織
の
育
成
な
ど
を
図
り
、
防
災
対

策
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

②
健
や
か
で
笑
顔
と
や
さ
し
さ
が

　

あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
形
成

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
充
実
さ

せ
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
医
療
・
介
護
な
ど
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る「
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」の
構
築
に
向
け
た
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

③
明
日
を
担
う
人
材
の
育
成
と
個

　

性
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興

　

将
来
の
平
戸
市
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
学
力
の
定
着
と
向
上
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
と
英
語
教
育
の
推
進
」な

ど
の
重
点
事
項
を
掲
げ
、
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
活
力
あ
る
産
業
振
興
と
雇
用

　

の
創
出

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

や
水
産
業
な
ど
に
つ
い
て
、
担
い
手

の
育
成
や
環
境
整
備
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
産
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
産
業
の
創
造

を
図
る
た
め
、
田
平
地
区
で
進
め

て
い
る
工
業
団
地
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

⑤
魅
力
あ
る
観
光
の
振
興
と
交
流

　

人
口
の
拡
大

　
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の
世
界
遺

産
登
録
推
進
と
新
た
な
観
光
資

源
を
活
用
し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、

観
光
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

（平成20年度～29年度）

ともに支えあっていく協働の精神による市民と行政が一体となったまちづくり

基本理念

平戸市総合計画

基本目標

【雇用の促進】【産業の振興】【子育て支援】【定住・移住の促進】

人口減少対策に重点化

平戸市総合戦略（平成27年度～31年度）

基本目標

環境・生活、保健・医療・福祉、教育・文化、産業、観光交流

共通目標

協働・行財政運営

総合計画と総合戦略の位置付け



過
去
最
大
の
予
算
に

自
主
財
源
が
増
加

自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
財

源
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
自
主

財
源
は
、
個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
市
税
の
伸
び（
６
，
４
８
３
万
円
増
、

2.4
％
増
）や「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
基

金
」の
活
用
な
ど
に
よ
り
30
．
５
％
と
な

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
７
億
１
，
５
０
０

万
円（
1.9
ポ
イ
ン
ト
増
）増
加
し
ま
し
た
。

28
年
度
を
６
億
４
，
２
０
０
万
円（
2.4
％

増
）上
回
る
過
去
最
大
規
模
の
当
初
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　　

自
治
体
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
財
源

の
こ
と
を「
自
主
財
源
」と
い
い
ま
す
が
、

 
　　

「
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
」の
創
出
に
向

け
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た「
平
戸
市

総
合
戦
略
」に
係
る
事
業
の
積
極
展
開
や

引
き
続
き
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響

（
主
に
返
礼
品
の
繰
越
）な
ど
に
よ
り
、
２

７
８
億
９
，
２
０
０
万
円
と
な
り
、
平
成

ず
っ
と
住
み
た
い

魅
力
あ
る
「
ひ
ら
ど
」
を
目
指
し
て

広報ひらど 平成29年４月号 6

平戸市
平成29年度

278億9,200万円
一般会計当初予算

基金繰入金
28億3,389万円
（10.2％）

その他
9億2,742万円
（3.2％）

寄附金
20億314万円
（7.2％）

地方交付税
104億7,000万円
（37.5％）

市債
29億5,410万円
（10.6％）

国庫支出金
28億5,129万円
（10.2％）

県支出金
22億5,069万円
（8.1％）

市税
27億5,019万円
（9.9 ％）

その他
8億5,128万円
（3.1%）

その他
25億1,972万円
（9.0%）

繰出金
12億2,994万円
（4.4%） 人件費

35億6,949万円
（12.8%）

投資的経費
44億7,432万円
（16.0%）

補助費等
37億6,947万円
（13.5%）

物件費
50億1,099万円
（18.0%）

公債費
31億1,242万円
（11.2%）

扶助費
42億564万円
（15.1%）歳出

自主財源
計（
30.5％

）

任
意
的
経
費（
44
.9
％

）

投資的経費（16.0％
）

義務的
経
費（
39.1％

）

依
存
財

源計（69.5％）

■歳出の性質別分類の状況

■歳入の状況

278億
9,200万円

278億
9,200万円

歳入



　　　　　会計名
国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島いさりびの里事業

電気事業

駐車場事業

工業団地事業

予算額　　
61億7,048万円

４億3,384万円

44億1,958万円

1,854万円

450万円

1,228万円

1,598万円

440万円

2億7,915万円

対前年度比
1.8％

5.7％

0.0％

38.4％

同額

△1.8％

△2.6％

同額

43.4％

貯
金
を
崩
さ
な
い
予
算
編
成

楽
観
視
は
で
き
な
い

　特定の事業ごとに経理、運営する一般会計から切り離した予算です。
国民健康保険や農業集落排水事業など、保険料や使用料などの特定
の収入で事業を実施します。

　

財
政
調
整
基
金
と
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
役
割
を
も
つ
基
金

（
貯
金
）で
す
が
、
平
成
28
年
度
は
収
支
不

足
分
１
億
２
，
０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し

を
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
は
、
市
税
の
伸
び
や
市
債（
借
金
）の

積
極
的
な
繰
上
償
還
に
よ
る
公
債
費（
借

金
の
返
済
費
用
）の
減（
３
，
８
５
５
万
円

減
、△
1.2
％
）な
ど
に
よ
り
、
財
政
調
整
基

金
に
頼
ら
な
い
収
支
均
衡
の
と
れ
た
予
算

編
成
が
で
き
て
い
ま
す
。

 
　　

歳
入
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
が
37
．

５
％
を
占
め
る
な
ど
依
存
財
源
は
全
体
の

69
．
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
財
政
構
造
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
の
大
部
分
を

占
め
る
普
通
交
付
税
は
市
町
村
合
併
の
特

例
期
間
終
了
に
伴
っ
て
今
後
減
少
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
決
し
て
楽
観
視
は
で

き
ま
せ
ん
。

市民1人当たりの予算額

21万4,483円
（対前年度２万5,474円の増）

地域振興やふるさと納税の返礼品など

（対前年度3,629円の増）
20万8,290円

高齢者や児童の福祉など

１万9,915円

その他

（対前年度1万1,440円の増）

議会運営、災害復旧など

２万4,652円

商工費

（対前年度901円の増）

商工、観光の振興など

２万5,777円

消防費

（対前年度821円の増）

消防、防災対策など

６万7,891円

土木費

（対前年度1万   635円の増）

道路、住宅の整備など

５万5,027円

教育費

（対前年度4,898円の減）

学校や図書館、文化振興など

６万   652円

農林水産業費

（対前年度3,029円の減）

農林水産業の振興など

９万5,499円

公債費

（対前年度413円の増）

借入金の返済

８万3,633円

衛生費

（対前年度１万1,886円の減）

ごみ・し尿処理や病気予防など

総務費 民生費

※人口32,591人（平成29年３月１日現在）で計算85万5,819円

Hirado City Public Relations,2017.47

　民間企業のように、その事業の収益で経費を賄って仕事（サービス
提供）を行う予算です。

52億6,175万円企業会計

113億5,875万円特別会計

　会計名
水道事業

病院事業

交通船事業

予算額　　
19億7,860万円

27億2,651万円

５億5,664万円

対前年度比
△30.2%

△1.4%

144.6%

（対前年比３万3,500円の増）
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「
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
」
の
創
造
に
向
け
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
今
年
度
実
施
す
る
多
く
の
事
業
の
中
か
ら
、
特
に
主
要
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
戸
市
総
合
戦
略
に
基
づ
く

平
成
29
年
度
に
実
施
す
る
主
な
事
業

　

総
合
戦
略
で
は
「
雇
用
の
促
進
」「
産
業

の
振
興
」「
子
育
て
支
援
」「
定
住
・
移
住

の
促
進
」
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

平
成
29
年
度
は
さ
ら
に
予
算
の
重
点
化

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
財
源
の

一
部
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
原

資
と
し
た
「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
基

金
」
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

～しごとをのばすプロジェクト～

産業の振興

新規就農者の確保・育成対策に取り組みます。また、新たな
園芸品目の産地化および肉用牛の生産体制強化のための施
設整備や繁殖雌牛導入に対する補助を行います。

平戸式もうかる農業実現支援事業・・・4,449万円

～しごとをふやすプロジェクト～

雇用の促進

平成30年度の世界遺産登録を目指し、世界遺産候補地を活
用したツアー商品の造成や周遊バスの運行、ガイド育成な
どを行い、受入環境の整備を行います。

世界遺産登録推進受入環境整備事業・・・1,005万円

平戸産品の認知度向上と販路・取引拡大のため、首都圏・関
西圏・福岡都市圏で積極的なプロモーション活動を行います。

平戸ブランド戦略的プロモーション推進事業・・・2,500万円

既存事業者の事業拡大や新規創業に係る設備投資への補助
などを行い、雇用の促進を図ります。

ものづくり・創業支援対策事業・・・6,500万円

紐差、津吉、大島、度島地区において超高速ブロードバン
ドサービスの整備を行います。これにより、平成29年度末
には市内全地域の整備が完了する予定です。

地域情報化基盤整備事業・・・３億9,610万円

田平地区において進めている工業団地の平成30年度中の完
成および分譲を目指し、整備を推進します。

工業団地整備事業（特別会計）・・・２億7,504万円
(一般会計繰出金 415万円)

新規

工業団地完成予定写真



新規

Hirado City Public Relations,2017.49

～まちをつくるプロジェクト～

定住・移住の促進

研修会や訓練の実施など自主防災組織の育成を行い、安全
安心なまちづくりを推進します。

自主防災組織育成事業・・・100万円

小学校区を基本単位としたまちづくり運営協議会に対し、ま
ちづくり計画の策定支援やまちづくり交付金の交付を行い、
地域住民主体のまちづくりを推進します。

コミュニティ推進事業・・・１億937万円

移住者や定住者の新規住宅取得などに対する補助や移住
コーディネーターによる相談支援などを行い、移住定住を推
進します。

その他の主要な事業
～４つの基本目標以外の事業～ ～ひとをそだてるプロジェクト～

子育て支援

市内小・中学校にタブレット端末やデジタル教科書の導入
を行い、教育環境の充実を図ります。

ICT教育推進整備事業・・・3,190万円

保育士の労働環境改善のための保育補助者の雇用や、新規
保育士の寄宿舎借り上げに対する補助を行います。

保育対策総合支援事業・・・955万円

不妊治療に関する専門相談窓口の設置や不妊治療費用の助
成を行います。

不妊治療支援事業・・・219万円

福祉医療給付事業・・・5,929万円

ふるさと納税のＰＲや寄附者に対する返礼品の発送などを
行い、寄附金の推進を行います。

ふるさと応援寄附金推進事業・・・19億3,837万円

姉妹都市オランダ王国ノールトワイケルハウト市と相互に高
校生の短期留学を行い、異文化体験を通じた青少年の人材
育成を図ります。

ノールトワイケルハウト市
　　　　　　　   姉妹都市交流事業・・・361万円

度島地区における認知症高齢者グループホームの建設に対
する補助を行います。

地域密着型サービス施設整備事業・・・3,200万円

平成27年度に対象者を拡大した小中学生の医療費助成につ
いて、市内医療機関受診分の現物給付化を行います。

大島～平戸間を運航する交通船の新船建造を行い、平成30
年度中の完成および就航を目指します。

旧平戸市離島開発総合センター跡地の都市公園化に向け、
当センターの解体を行います。（都市公園は平成30年度中
の完成予定）

（仮称）戸石川公園整備事業・・・8,310万円

新船建造事業（企業会計）・・・３億4,122万円
（一般会計繰出金 １億5,370万円）新規

新規

新規

拡充

移住定住環境整備事業・・・3,020万円 拡充
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予算額　240万円 予算額　100万円

予算額　500万円 予算額　100万円

◆はじめの一歩部門　
　市内で活動を始めようとする団体、または活動を行なっ
　ている団体で経営基盤の弱い団体に事業費を補助します
　（事業費補助）。
◆活動ステップアップ部門　
　活動を継続して展開し、事業活動の活性化を目指す団体
　に対して補助します（事業費補助）。
◆アドバイザー等招へい部門　
　活動の継続・活性化、団体の自立強化を目的にアドバイ
　ザーを招へいし、学習会などを開催する団体に対して補
　助します（事業費補助）。
◆新規事業チャレンジ部門　
　多様化する地域課題や市民活動団体などが企画するまち
　づくり事業に対して補助します（事業費補助）。

　市では、協働によるまちづくりの実現を目指し、各種施策に取り組んでいます。平成29年度も市民の皆さんが
自主的に企画、運営する公益的な活動を応援します。補助事業の内容は下記のとおりです。これから何かやろう
としている人などはぜひご相談ください。 　　　　　　　　 　　　　　問　地域協働課協働政策班　☎内線2314

平成29年度  補助事業の申請団体を募集

◎募集期間　平成29年４月３日（月）～４月28日（金）

■募集事業　

　複数の団体がネットワークを確立し、連携して行う事業

■応募資格　

　対象団体は、次の全てを満たす市民活動団体の集合体

　❶代表者が異なる３団体以上の市民活動団体で構成され

　　ていること

　❷団体の半数以上が団体設立後３年以上の市民活動団体

　　で構成されていること

　❸平戸市内に団体の半数以上が所在し、団体登録された

　　団体で、市内で実施する事業であること

■補助額　

　１団体あたり10万円とし、１事業あたり50万円を上限

　として補助率9/10以内

やらんば市民活動サポート事業補助金

市民力アップ支援事業補助金

やらんば市民活動ネットワーク促進事業補助金

コミュニティビジネス支援事業補助金

１ ２

４３
■募集事業　
　市民活動団体などの拠点施設整備や街中の休憩施設など  
　を整備する事業
■事業例　
　空き家などを活用した活動拠点（コミュニティの場）の整備や
　地域文化の情報発信を目的とした看板の設置など
■応募資格　
　市内に住所を有する５人以上で組織された団体で、次の
　要件に該当するもの（※営利団体であっても事業内容が
　公益的な場合は可）
　❶年間の活動計画が明確であること
　❷申請団体が既存団体の下部組織である場合は、当該事
　　業において上部組織から助成を受けていないこと
　❸対象事業が国、県およびその他の団体などから助成を
　　受けていないこと
■補助額　
　１団体あたり500万円以内（補助率9/10以内）

■募集事業　市民活動団体などの活動の活性化およびコミ
　ュニティビジネスによる雇用の促進を図る事業
■応募資格　市内に活動拠点を有する市民活動団体など
◆起業支援事業
　◆補助対象
　　❶専門家などに依頼するマーケティング調査委託料
　　❷先進地研修旅費
　　❸事業に必要な研修会開催経費
　◆補助額　対象経費の10/10以内で、50万円を限度と
　　し、補助金の交付は２回までとする。
◆事業所設置支援事業
　◆補助対象
　　❶事業所賃借料（保証金、敷金および仲介手数料を除く）
　　❷事業所設置に必要な備品リース代、購入費、消耗品購入費
　　❸ホームページ作成にかかる経費
　　❹その他広告宣伝にかかる経費
　◆補助額　対象経費の２/３以内（上限50万円）で補助金の
　　交付は２回までとする。（ただし❷・❸は１回）

あなたの を応援します！

社会教育集会施設
27,632 ㎡ (11.0%)

本庁舎・消防・
普通財産
31,109 ㎡ (12.3%)

福祉・幼児・
児童施設
 6,651 ㎡
  (2.6%)

火葬場・保健・衛生施設
5,461 ㎡ (2.2%)

産業・観光
文化施設
13,738 ㎡ (5.5%)

交通・市営住宅等施設
57,082 ㎡ (22.7%)
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　平成27年４月・５月号の広報ひらどにおいて「ハコモノを
考えよう」と題して、本市の公共施設の適正化について、現状

と課題などをお知らせしておりましたが、この度「更新」「統廃

合」「長寿命化」などを計画的に行うことで、将来の財政負担を

軽減・平準化するための「公共施設等総合管理計画」を策定し

ました。

○対象施設
　建築物である「公共施設」と道路、橋りょうなどの「インフラ
資産」に大別し、公共施設においては496施設を、11の大分

類、24の小分類に区別しました。

○計画期間
　平成29～ 68年度の40年間

○基本方針及び削減目標
　公共施設については「施設を長く賢く使う」という視点で、
地域の実情に応じた集約化、複合化、減築化、廃止を伴う公

共施設の適正化を進めていきます。なお、将来人口予測を踏

まえて、市民の負担が増すことが無いよう、更新費用の40％

削減という目標を設定しました。

　インフラ施設については、長寿命化による計画的な維持管

理を推進するとともに、社会ニーズに対応した、安全･安心な

まちづくりの基盤となるよう整備していきます。

○公共施設マネジメントの進め方
　計画期間の40年を各10年の４期に分割し、各期ごとにア
クションプランを策定するとともに、５年毎に中間検証・見直

しを行いながら、個々の施設について適正な対策を講じてい

きます。

　また、これまで担当課のみで維持管理を行ってきた公共施

設の情報を一元管理する体制を構築し、市全体の公共施設の

あり方を見据えた適正な管理を行います。

第２次定員適正化計画【見直し版】・行政改革推進計画中期プラン
財政健全化計画第２次計画中期プランを策定しました

公共施設等総合管理計画を策定しました

県内自治体における
　　　  公共施設延床面積の状況

自治体名 一人当たり延床面積（㎡）
壱 岐 市
五 島 市
平 戸 市
南島原市
雲 仙 市
島 原 市
諫 早 市
大 村 市
時 津 町

県内自治体平均
全国平均

県
内
自
治
体

9 . 0
7 . 4
7 . 2
6 . 2
5 . 2
4 . 7
3 . 9
3 . 2
2 . 8
5 . 1
3 . 4

※出典　東洋大学「自治体別人口・公共施設延床面積リスト」抜粋

平戸市公共施設の更新費用シュミレーション
（億円）

H26～H55 まで 30 年間の
更新費用平均 21 億円

過去３年平均
13 億円

60

50

40

30

20

10

0
H26 H30 H35 H40 H45 H50 H55

今後公共施設を取り巻く問題点

国勢調査各層別人口推移及び推計
（単位：人、％）

総　　数

合 計

年 少 人 口

年少人口割合

生産年齢人口

生産年齢人口割合

老 年 人 口

老年人口割合

41,586

7,195

17.3

23,533

56.6

10,858

26.1

34,905

4,476

12.8

18,850

54.0

11,579

33.2

28,916

2,986

10.3

14,088

48.7

11,842

41.0

23,613

2,159

9.1

10,756

45.6

10,698

45.3

18,959

1,776

9.4

8,255

43.5

8,928

47.1

H12 H22 H32 H42 H52

※H32 年以降の数値は人口問題研究所による推計値（H25 年公表）
※年少人口…0～14 歳、生産年齢人口…15～64 歳、老年人口…65 歳以上

（注３）

（注２）

（注１）平戸市公共施設の延床面積の割合

学校教育施設
97,706 ㎡ (38.8%)

社会教育集会施設社会教育集会施設
27,632 ㎡ (11.0%)27,632 ㎡ (11.0%)

本庁舎・消防・本庁舎・消防・
普通財産普通財産
31,109 ㎡ (12.3%)31,109 ㎡ (12.3%)

社会教育集会施設
27,632 ㎡ (11.0%)

公園・スポーツ・
レク施設
12,267 ㎡ (4.9%)

福祉・幼児・福祉・幼児・
児童施設児童施設
 6,651 ㎡ 6,651 ㎡
  (2.6%)  (2.6%)

福祉・幼児・
児童施設
 6,651 ㎡
  (2.6%)

火葬場・保健・衛生施設火葬場・保健・衛生施設
5,461 ㎡ (2.2%)5,461 ㎡ (2.2%)
火葬場・保健・衛生施設
5,461 ㎡ (2.2%)

産業・観光産業・観光
文化施設文化施設
13,738 ㎡ (5.5%)13,738 ㎡ (5.5%)

産業・観光
文化施設
13,738 ㎡ (5.5%)

交通・市営住宅等施設交通・市営住宅等施設
57,082 ㎡ (22.7%)57,082 ㎡ (22.7%)
交通・市営住宅等施設
57,082 ㎡ (22.7%)

本庁舎・消防・
普通財産
31,109 ㎡ (12.3%)

ハ
コ
モ
ノ

　　　　

を
考
え
よ
う

平
戸
市
に
見
合
う
公
共
施
設
の

                          

適
正
化
を
目
指
し
て

  　

現
在
、
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
コ
モ
ノ
」

と
呼
ば
れ
る
建
築
物
は
約
４
０
０
施
設
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
建
て
替
え
や
大
規
模
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
施
設
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。

　 

一
方
、
今
後
の
人
口
動
向
、
財
政
状
況
を
予
測
す
る
と
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
平
戸
市
は
、
現
状
と
課
題
を
分
析
し
、

公
共
施
設
の
適
正
化
を
目
指
し
て
動
き
出
し
ま
す
。 

 　
こ
の
取
り
組
み
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
今

月
と
来
月
の
２
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

行
革
推
進
課
行
革
推
進
班　
☎
内
線
２
３
５
３

第
１
回　

〜 

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題 

〜

　　

本
市
の
、
市
民
１
人
当
た
り
の
公
共
施

設
延
床
面
積
を
見
る
と
、
全
国
平
均
の
3.4

㎡
に
対
し
、
平
戸
市
は
7.2
㎡
と
約
２
倍
の

公
共
施
設
を
保
有
し
て
お
り
、
県
内
各
自

治
体
と
比
較
し
て
も
高
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
公
共
施
設
に
か
か
る
維
持

管
理
費
は
他
市
と
比
べ
て
相
対
的
に
高
い

水
準
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
平

成
17
年
に
合
併
し
た
結
果
、
各
地
に
同
じ

よ
う
な
施
設
が
存
在
し
、
人
口
が
減
少
し

て
い
る
現
在
も
公
共
施
設
は
そ
の
ま
ま
維

持
し
て
い
る
の
が
原
因
だ
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
公
共
施
設
は
、
昭
和
40

〜
50
年
代
に
か
け
て
多
く
整
備
し
て
お
り
、

延
床
面
積
で
見
る
と
、
半
数
以
上
が
昭
和

58
年
ま
で
に
建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
設
は
、
一
般
的
に
建
物
の
寿
命
と
さ
れ

る
築
30
年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
一
斉
に
建
て
替
え
・
改
修
の
時
期
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
市
の
公
共
施
設
は
？

　　

本
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
数
は
、

約
４
０
０
施
設
、
総
延
床
面
積
で
見
る
と

25.

１
万
㎡
に
な
り
ま
す
。

　

内
訳
と
し
て
は
、
学
校
教
育
施
設
が
約

9.8
万
㎡
で
全
体
の
約
４
割
、
次
い
で
交
通
・

市
営
住
宅
等
施
設
が
約
5.7
万
㎡
で
全
体
の

約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す 

。

　　　

財
政
面
を
見
る
と
、
今
ま
で
合
併
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
、
交
付
税
の
交
付
を
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
段

階
的
に
軽
減
さ
れ
、
平
成
33
年
度
に
は
現

在
よ
り
年
間
で
約
11
億
円
の
減
額
に
な
る

見
込
み
で
す
。
一
方
、
今
後
建
て
替
え
・
改

修
を
控
え
た
施
設
が
多
く
あ
り
、
施
設
の

更
新
費
用
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
市
の
人
口
は
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
整
備
し
て
き
た
公
共
施
設
の
数
と
今

後
の
需
要
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。　
　

　

さ
ら
に
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

る
税
収
の
減
少
や
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う

扶
助
費
の
増
加
な
ど
、
将
来
的
に
は
財
政

状
況
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
よ
う
に
施
設
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
る
見
込
み
で
す
。

築年別の延床面積の割合

10年後

築10年以上20年未満

10％
（25,666 ㎡）

築20年以上30年未満

16％
（41,187 ㎡）

平成 36 年３月

築 30 年以上

74％
築40年以上

20％
（50,596 ㎡）

築 10 年未満

10％
（25,666 ㎡）

築10年以上20年未満

16％
（41,187 ㎡）

築20年以上30年未満

23％
（56,451 ㎡）

築30年以上40年未満

31％
（77,656 ㎡）

平成 26 年３月

平成26年3月時点での、築30年以上の
建物(延床面積)は、約51%ですが、こ
のまま保有し続けた場合、10年後の平
成36年には、さらに老朽化が進み、市
内公共施設の74%の建物が築30年以上
となる見込みです。

公
共
施
設
の
割
合
は

　
　
　

 

ど
う
な
っ
て
る
の
？

今
後
の
公
共
施
設
は

　
　
　
　

    

ど
う
す
る
の
？

公共施設を取り巻く現状は以下のとおりです。
　

①平戸市は人口に対して公共施設が多
　い
②建て替え・改修が迫っている公共施設
　が多い
③合併特例措置終了により交付税が減少
　する
④公共施設更新費用が増加する
⑤人口減少により税収が減少する
　
　これらの問題点を踏まえ、公共施設を適正に

管理運営していかなければなりません。

　そこで平戸市では、３月に「平戸市公共施設

適正化基本方針」を策定しました。

　具体的な方針の内容につきましては、５月号

の広報にて掲載します。

（注１）最も延床面積が多い施設分類は、小学校・中学校
　　　などの学校教育施設の97,706㎡で、市公共施設の
　　　38.8%を占めています。
（注２）公共施設の整備費用は、平成22年～ 24年の平均
　　　で約13億円となっています。今後30年間の更新費
　　　用を予測すると、総額で627億7千万円、単年度で
　　　は約21億円かかる試算となります。
（注３）人口問題研究所の人口推計によると、平成52年の
　　　平戸市の人口は、平成22年と比べて約２分の１減
　　　少していくことが予想されており、何もしなければ人
　　　口に対して公共施設が過剰である状況が進行するこ
　　　とになります。

の
、
市
民
１
人

面
積
を
見
る
と

し
、
平
戸
市
は

設
を
保
有
し
て

比
較
し
て
も
高

ま
り
、
公
共
施

は
他
市
と
比
べ

あ
る
と
言
え
ま

に
合
併
し
た
結

施
設
が
存
在
し

現
在
も
公
共
施

い
る
の
が
原
因
だ

本
市
の
公
共

代
に
か
け
て
多

延
床
面
積
で
見
る
と
、

の
公
共
施

本
市
の

延
床
面

に
対
し

共
施
設

体
と
比

つ
ま

理
費
は

準
に
あ

17
年
に

う
な
施

い
る
現

し
て
い

ま
た
、

50
年
代

本
市
の

現
在
、
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
コ
モ
ノ
」

延
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第
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公
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設
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現
状
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共
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現
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ハ
コ
モ
ノ

　　　　

を
考
え
よ
う

平
戸
市
に
見
合
う
公
共
施
設
の

                          

適
正
化
を
目
指
し
て

　　

前
月
号
は
、
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
の
現
状
と
問
題
点
に

つ
い
て
次
の
５
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

①
平
戸
市
は
人
口
に
対
し
て
公
共
施
設
が
多
い

②
建
て
替
え
・
改
修
が
迫
っ
て
い
る
公
共
施
設
が
多
い

③
合
併
特
例
措
置
終
了
に
よ
り
交
付
税
が
減
少
す
る

④
公
共
施
設
更
新
費
用
が
増
加
す
る

⑤
人
口
減
少
に
よ
り
税
収
が
減
少
す
る

　　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
平
成
27
年
３
月
に

公
共
施
設
適
正
化
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は

は
方
針
の
中
身
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

行
革
推
進
課
行
革
推
進
班　
☎
内
線
２
３
５
３

第
２
回 

〜
公
共
施
設
の
適
正
化
に
向
け
て
〜

な
子
育
て
支
援
や
医
療
給
付
な
ど
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
削
ら
な
け
れ
ば
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

結
果
的
に
公
共
施
設
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る

こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
公
共
施
設
の
量
や
質
に
つ
い

て
整
理
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
必
要

な
の
は
施
設
が
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ

て
、
施
設
そ
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
こ
れ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
要
請
に
応
え
て

全
て
の
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く
の
で
は

な
く
、
現
在
保
有
し
て
い
る
公
共
施
設
を
見

直
し
、
将
来
の
人
口
に
見
合
う
公
共
施
設
の

量
と
質
を
、
利
用
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
反
映
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　　

公
共
施
設
の
適
正
化
は
、
全
国
の
自
治
体

が
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
。
公
共
施
設
適
正

化
の
必
要
性
を
考
え
る
と
き
に
重
要
な
こ
と

は
、
公
共
施
設
の
更
新
費
用
と
市
民
負
担
の

関
係
で
す
。
本
市
の
平
成
22
〜
24
年
度
の
公

共
施
設
の
更
新
費
用
の
平
均
を
見
る
と
、
約

13
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
１
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
年
間
３
８
，
０
０
０
円
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

　　

次
に
、
建
て
替
え
時
期
を
迎
え
た
施
設
を

順
じ
更
新
し
て
い
く
こ
と
を
予
測
し
た
場
合
、

今
後
30
年
間
の
公
共
施
設
の
更
新
費
用
は
６

２
７
億
７
，
０
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
、
１
年

あ
た
り
に
換
算
す
る
と
年
間
約
21
億
円
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
本
市
の

人
口
減
少
が
進
む
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
人
口

問
題
研
究
所
に
よ
る
推
計
値
で
は
、
平
成
52

年
に
は
１
８
，
９
５
９
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
市
民
１
人
当
た
り
の

負
担
額
は
年
間
１
１
０
，
０
０
０
円
に
な
る
と

試
算
さ
れ
ま
す
。

　　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
施

設
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
将
来
世
代
へ
大
き

な
負
担
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　　

公
共
施
設
の
更
新
費
用
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
重
要

公
共
施
設
適
正
化
は
な
ぜ
必

要
な
ん
で
す
か
？

公
共
施
設
の
更
新
費
用
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

平戸市公共施設適正化基本方針の策定
　　前項の問題を受けて、このたび公共施設の適正化を計画的に取り組むため、平戸市公共施設

適正化基本方針を策定しました。 その中で定めた、公共施設の適正化に向けた方針５項目と方向

性は次のとおりです。

38,000円/年
2.9倍

市民１人あたりの公共施設更新費用に係る負担推移

72,000円の増加

市民サービス
　  の低下

平成52年度
年間更新費用：21億円
人口：18,959人

年間更新費用：13億円
人口：34,905人

平成22年度

①公共施設の適正化に向けた方針５項目

平
戸
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

策
定
に
よ
り
具
体
化
を
図
る

平
戸
市
公
共
施
設
適
正
化
基
本
方
針

公共施設の効率的な管理

公共施設の長寿命化

公共施設の複合化

実  施  内  容方 針 ５ 項 目

公共施設の適正配置および保全管理するため
の庁内体制や外部機関などを設置し、適正な
進捗管理を実施する

近接する公共施設の複合化・共有化や、施設
の余剰スペースを活用した集約化・多機能化
により施設価値を高める

市民協働事業または民間委託の導入など
について検討する

定期的な点検・診断を行い、計画的な維
持管理を行う

将来の人口、財政状況、利用実態に見合っ
た公共施設を目指して統廃合を実施する公共施設の総量抑制

公共施設の適正な進捗管理

②公共施設の方向性
公共施設を更新する「機能拠点施設」と、統廃合する「その他の施設」に分類して方向性を定めました。

その他の施設

原則、機能拠点施設への機能の集約化などにより統廃合を進める

機能拠点施設を除いた全ての施設（公民館、コミュニ
ティ施設、公営住宅など）

機能拠点施設

原則、施設の長寿命化や複合化などにより更新する

行政、防災、教育、医療、児童福祉、福祉、生活基
盤機能を有する施設（市庁舎、消防本部、学校など）

110,000円/年

　公共施設の適正化は、「適正化＝廃止」ではありません。必要な施設は残し、政策上必要な施設は新たに造ら
なければなりません。しかし、これまでと同じようにただ残す、ただ造るということでは「適正化」は実現できません。
市民の皆さんの声、専門家の知識などを取り入れ施設の方向性を決定し、仮に施設を新しく造るのであれば、同
じ機能を有している施設の「統廃合」を実施するなど「適正化」を図ります。
　将来世代への負担増を回避するためにも、この取り組みへの市民の皆さんのご理解をお願いします。

　　今後は上記方針を基に、今後30年における公共施設（ハコモノ）と道路、橋りょうなどのインフ

ラ資産を含めた公共施設などの方向性、管理運営方法などを具体化していくために、平戸市公共

施設等総合管理計画を今年度から２カ年で策定していきます。

平戸市公共施設等総合管理計画の策定

　　市町村合併による普通交付税縮減額が、算定方法の見直しにより圧縮されたことなどを踏まえ、標記計画を策定しまし
　た。なお、具体的な取り組みについては、各計画との整合性を図りながら推進するものとします。

　○第２次定員適正化計画【見直し版】
　　◇期間　平成29 ～ 35年度（当初：平成24 ～ 33年度）
　　◇概要　人口減少と多様な行政ニーズの調整を目的に、期間中15人の削減を図るもの

　○行政改革推進計画中期プラン
　　◇期間　平成29 ～ 32年度（全体：平成25 ～ 35年度）
　　◇概要　行政サービスの向上と行政運営の効率化を目的に、期間中約２億１千万円の効果を図るもの

　○財政健全化計画第２次計画中期プラン
　　◇期間　平成29 ～ 32年度（全体：平成25 ～ 35年度）
　　◇概要　財政収支均衡を目的に、期間中５億円の収支改善を図るもの

問　人事課行革推進班　☎内線2352

※上記の計画など詳しい内容については、平戸市ホームページに掲載しています。 

▼平成27年４月号 ▼平成27年５月号

平戸市の 財産・職員・財源 を考える ー健全な財政負担と効率的な行政運営に向けてー
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本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

平戸図書館：なし　永田記念図書館：４日（火）、11日（火）、18日（火）、25日（火）、30日（日）今月の休館日

『おおきくなあれ』

　たくさんの動物の赤ちゃん、みん
なみんな、大きくなあれ。作者は、
行動展示で有名な北海道・旭山動物
園飼育員だった経験を生かし、動物
を多く描く絵本作家。「あらしのよ
るに」「ゴリラにっき」などで多くの
受賞歴を持つあべ弘士の最新作です。

作／あべ　弘士
出版社／絵本館

『小林カツ代伝』

　「家庭料理のカリスマ」と呼ばれ
ていた、小林カツ代。味噌汁も満
足に作ることができなかった彼女
が、いかにして日本を代表する料
理研究家になったのか。“伝説の肉
じゃが”や、“わが道をゆくワンタ
ン”などのレシピも紹介しています。

著／中原　一歩
出版社／文藝春秋

『不時着する流星たち』
著／小川　洋子
出版社／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
実在した人物や団体をモチー
フにした、10編からなる小
川洋子の短編小説集。数多く
の作品を生み出した、物語の
名手が織りなす珠玉の一冊で
す。

『すてきな花冠の作り方』

　幼少のころ、シロツメ草で花
の冠を作った人も多いのではな
いでしょうか。ウェディングだ
けでなく、普段のファッション
の一部として取り入られている
花冠。そんな、花冠のおしゃれ
な作り方を紹介しています。

編／フローリスト編集部
出版社／誠文堂新光社

『いたずらこやぎと春まつり』
作／松居  スーザン　絵／出久根  育
出版社／佼成出版社
山の雪がとけて春になりました。こ
やぎのハイジとペーターは、大好き
なおばあさんと友だちのトロルと一
緒に春まつりにでかけますが、騒ぎ
をおこして大混乱に。アメリカ人児
童文学作家・松居スーザンの「いた
ずらこやぎ」シリーズ３作目です。

『きちんと知ろう！アレルギー３
　ぜんそく・アトピー・花粉症』

私たちを取り巻くアレルギーは実に
さまざま。ぜんそく、アトピー性皮
膚炎、花粉症、鼻炎・結膜炎などで、
多くの人が苦しんでいます。「きち
んと知ろう」シリーズ第３弾では、
その原因・症状・治療について、わ
かりやすく紹介しています。

著／坂上  博　監修／海老澤  元宏
出版社／ミネルヴァ書房

刊

新
の
め
す
す
お

田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

平戸図書館 ☎22‐4017

永田記念図書館 ☎28‐0128

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

図書館ホームページ

 http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

開催時間

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

会　場 イベント

平戸図書館

毎週日曜　午後２時～

12日（水）　午前10時30分～

８日（土）・27日（木）　午後２時～

29日（祝・土）　午後７時～

１日（土）、８日（土）、15日（土）、
22日（土）、29日（祝・土）午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『大木家のたのしい旅行』（邦画：122分）

ライブラリーコンサート　（COLAS平戸ホール）
佐志純子氏、針尾郁子氏、諸藤康子氏らによる朗読会。
短編小説、童話、エッセイなどを朗読します。（予定）

おはなし会　（ふれあいセンター児童室）永田記念
図書館
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　大豆は、豆類の中でもたんぱ

く質の含有量が最も多く、アミノ

酸の組み合わせが動物性たんぱ

く質によく似ていることから「畑の

肉」とも言われています。この料

理は水煮大豆使用で簡単に作れ

て、作り置きもできるので、弁当

のおかずに便利ですよ。

【材料（４人分）】

『副菜★大豆の甘辛煮和え』

各地域の食生活改善推進員が紹介します！

今⽉のレシピ

松本貞枝　さん

生月支部「とびうお会」

弁当のおかずにどうぞ

私のまちの
宝探し

順繰りにするでしょ。もうちょっと、

もうちょっとと言う応援団がおってね。

それは大にぎわいだったとですよ。

誰が一番、誰が二番と、競争心と

言いますか。昔の人は強かったで

すね」と話してくれたのは、増田貞

子さん。

　ちょっとずつ重さが違うという「ち

から石」は、誰でも挑戦することは

できますが、どの石もとても重いの

で、もし挑戦する場合は、ケガをし

ないように十分な注意が必要です。

　境内に置かれている小さな丸い

石は、春日町で暮らしてきた人たち

の、たくさんの想い出が詰まってい

る大切な宝ものなのです。

　春日町は、平戸市最高峰「安満

岳」のふもとにあり、美しい棚田が

広がる21世帯の小さな町です。

　最近は、世界文化遺産候補「長

崎と天草地方の潜伏キリシタン関連

遺産」の構成資産「平戸の聖地と集

落（春日集落と安満岳）」として、新

聞や雑誌などで紹介されることも多

くなりました。

　美しい海岸線を歩くと海辺に春日

神社があり、その境内に３つの丸

い「ちから石」が置かれています。

「昔は田植えの前や後に、お団子や

イナリやら作って家族中でお宮さん

に行きよりましたから、お前が上げ

てみよう、あんたが上げてみようと
増田　貞子さん

春日町

このコーナーでは、地域
に眠る小さなお宝を紹介
します。

春日の「ちから石」　（春日町春日神社境内）

神社境内に置かれている「ちから
石」。春日公民館駐車場から徒歩5
分のところにある。

文化交流課文化遺産班　☎内線（2278）問

保健センター健康づくり推進班　☎57-0977問

大豆水煮（袋入り）・・・・・・・・・・・・・120ｇ
片栗粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
ちりめんじゃこ・・・・・・・・・・・・・・・10ｇ
　　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
Ａ　濃口醤油・・・・・・・・・・・・・大さじ2/3
　　みりん・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ２       

【作り方】
水煮大豆はキッチンペーパーで水気を拭き取っておく。ビニー

ル袋に片栗粉と大豆を入れまぶす。

フライパンに油を熱し、ちりめんじゃこ、①の大豆をゆすりな

がら炒める。表面に少し色がつく程度に炒める。キッチンペー

パーを敷いた上にいったん取り出す。

フライパンにAの調味料を入れる。少し煮詰め②を入れ調味

料をからめる。

３

２

１

まつもと　さだえ

ますだ　　　　さだこ

１
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　「清水川サロン秋桜（コスモス）」は、平成28年10月に立ち上げ、毎回

13人ほどが参加し、元気よく活動しています。

　各々血圧を測定した後、お口の体操「パタカラ体操」や、発声練習を

行ってから「平戸よかよか体操」を始めます。「平戸よかよか体操」の途

中には、脳を鍛える「すりすりトントン体操」や「グーパー体操」などを

行い、左右の手の役割を交互に替えたり、スピードを上げていくこと

により脳を活性化する運動も行っています。

　「平戸よかよか体操」終了後は、お手玉遊びをするなど毎回充実した

内容で実施しています。

Interview

　

平
戸
市
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、
身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で
健
康
体
操

「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

☎
内
線
2
5
8
6

活 動 日／毎週金曜　

　　　　　午後１時30分～午後２時30分

活動場所／清水川公民館

対 象 者／清水川地区住民

代　　表／岡村　久惠

連 絡 先／ 090－2096－0629

清水川サロン秋桜
（コスモス）

岡村　久惠　さん
（岩の上町）

代表

　清水川地区は、これまで自主組織がなく、
高齢者が交流する集まりがなかったので「清
水川サロン秋桜（コスモス）」が立ち上がった
ことを、参加者の皆さんはとても喜んでいま
す。
　「戸石川よかよかクラブ」の村瀬代表から教
えてもらった、お口の健康体操や脳トレをメ
ニューとして積極的に取り入れ、心身ともに
元気になるために頑張っています。
　お花見など、いろいろな企画も少しずつ考
えています。誰でも気軽に参加できる場です
のでどうぞ公民館をのぞいてみてください。

おかむら　　   ひさえ

「清⽔川サロン秋桜（コスモス）」

問
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『
株
式
会
社DMM.com

を

　

か
た
る
事
業
者
に
注
意
』

偽DM
M

の
使
用
す
る
名
称

　

D
M
M

、D
M
M
.com

、D
M
M

相
談
窓
口
な
ど

偽
り
の
説
明

●
消
費
者
が
こ
の
よ
う
な
メ
ー

　

ル
を
受
け
取
り
心
当
た
り
が

　

な
い
と
反
論
し
て
も「
メ
ー
ル

　

マ
ガ
ジ
ン
で
請
求
し
て
い
ま

　

す
」「
サ
イ
ト
内
の
マ
イ
ペ
ー
ジ

　

よ
り
請
求
し
て
い
ま
す
。」と

　

言
葉
巧
み
に
説
き
伏
せ
ま
す
。

●
支
払
を
躊
躇
し
て
い
る
消
費

　

者
に
対
し
て
は
、
い
っ
た
ん
支

　

払
え
ば
、
後
で
そ
の
全
額
ま

　

た
は
大
半
が
返
金
さ
れ
る
と

　

欺
き
ま
す
。

注
意

●D
M
M

の
未
払
料
金
を
支
払
え

　

と
い
う
の
は
詐
欺
の
手
口
で
す
。

　

真
正D

M
M

の
動
画
配
信
サ
ー

　

ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
消
費
者

　

に
未
払
料
金
が
発
生
す
る
こ

　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ギ
フ
ト
券
の
購
入
を
指
示
し

　

た
り
、
そ
の
番
号
を
連
絡
す

　

る
よ
う
指
示
す
る
内
容
は
詐

　

欺
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
株
式
会
社D

M
M
.com

」を

か
た
る「
偽D

M
M

」が
横
行
し
て

い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
口

　

SN
S

や
電
話
に
お
い
て
、
真
正

D
M
M

と
同
一
ま
た
は
類
似
の
名

称
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
にSN

S

を
送
信

　
　
　
　
　

←

電
話
し
て
き
た
消
費
者
に
対
し
、

「
サ
イ
ト
利
用
料
が
未
払
い
に

な
っ
て
い
る
。
今
日
中
に
支
払
え

ば
訴
訟
手
続
は
取
り
下
げ
る
。」

な
ど
と
告
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

←

コ
ン
ビ
ニ
で
ギ
フ
ト
券
を
買
い
、

そ
の
番
号
を
連
絡
す
る
よ
う
指

示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

←

他
社
に
も
未
払
い
料
金
が
あ
る

な
ど
、
追
加
支
払
を
求
め
ま
す
。

文化交流課交流推進班　☎内線2279

市民課市民総合相談室　☎内線2530

シンゴディクローモ・
ヴァージル・ルシアノ
    （オランダ王国出身）

vol.04
『
日
本
の
お
も
て
な
し
』

問

問

市民総合
相談室

で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ラ
ン
ダ
人
は
節
約
家
で
、
何

か
を
無
料
で
も
ら
え
る
と
す
ぐ

喜
び
ま
す
。

　

ま
た
、
店
員
さ
ん
の
言
葉
遣

い
、
呼
び
出
し
ボ
タ
ン
、
お
水
の

お
か
わ
り
も
も
ら
え
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
最
高
の
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

「
お
も
て
な
し
」の
心
は
こ
れ
か

ら
も
っ
と
世
界
に
発
信
す
べ
き
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ボ
ト
ル
メ
ー
ル
は
こ

れ
で
終
わ
り
ま
す
。
次
回
の
ボ

ト
ル
メ
ー
ル
を
お
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
い
！

　

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
お
元
気

で
す
か
。

　

日
本
に
訪
れ
た
外
国
人
が
日

本
に
つ
い
て
話
す
と
き
に
必
ず
言

わ
れ
る
の
が
、
日
本
人
の
気
遣

い
、
相
手
の
心
を
読
ん
で
行
動

す
る
な
ど
日
本
人
独
特
の「
お
も

て
な
し
」に
関
係
す
る
仕
草
や
行

動
で
す
。

　

日
本
人
に
は
染
み
つ
い
て
い
て

自
然
と
で
き
て
い
る
も
の
で
す

が
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
そ
れ
が

自
然
に
で
き
る
日
本
人
は
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
の
で
す
。
そ
の「
お
も
て
な

し
」は
具
体
的
に
何
か
と
言
う
と
、

色
々
な
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
例
の
一
つ
は
食
堂
な
ど
で
お

水
が
無
料
で
飲
め
る
こ
と
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
お
水
が
無
料
で

飲
め
る
お
店
は
今
ま
で
の
人
生

オランダからの「ボトルメール」

「市民総合相談室」から身近な情報をお届け

－　From Holland with love　－

国際交流員

国際交流員
の日記
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、５月ごろに各世帯に配布する「健康カレンダー」をご覧ください。

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

27-0222

53-1759

53-0835

53-0496

57-0789

28-0174

28-0156

27-0475

27-1084

22-0333

57-1943

22-2244

22-2810

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

津吉保育園

よちよちクラブ

エンゼルルーム

めばえ広場

やよいプレイランド

ライオン広場

とーわっこ

中津良保育所

堤保育園

小鳩保育園

トコトコ

あいちゃん広場

子育てエレン.Ｃ

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園保育園）

（大島：大島村保育所）

（南部：津吉保育園）

（生月：山田児童館）

（生月：山田幼稚園）

（生月：めばえ保育園）

（田平：やよい幼稚園）

（中部：獅子保育所）

（中部：東和愛児園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩保育園）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：平戸幼稚園）

（北部：潮香保育園）

（北部：みのり保育園）

連絡先施設名

保健センター　☎57-0977問

ところ 種類および受付時間日にち

４月の各種相談および赤ちゃんの健診など

平戸市福祉保健センター（田平町）

平戸市福祉保健センター（田平町）

ふれ愛センター度島（度島町）

生月支所（生月町）

ふれあいセンター（紐差町）

ふれあいセンター（紐差町）

４月12日（水）

４月13日（木）

４月19日（水）

４月20日（木）

４月25日（火）

４月26日（水）

乳

乳

乳

母

13：00～13：30

10：00～10：30

13：00～13：30

13：00～13：30

10：00～10：30

12：45～13：15

13：00～13：30

12：30～12：45

妊

妊 母

乳 乳児健診母子健康相談母妊 妊婦健康相談 ３３歳児健診パ Sun・Mamaひろば（パパ・ママ教室） １１歳６ヶ月児健診

住　所

57-0045

22-2344

23-2151

22-2306

57-2155

23-2151

連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問４月の休日当番医

平戸市田平町山内免400番地

平戸市浦の町737番地

平戸市鏡川町278番地

平戸市宮の町581番地

平戸市田平町山内免612番地-4

平戸市鏡川町278番地

谷川病院

北川病院

柿添病院

くわはら医院

青洲会病院

柿添病院

４月２日（日）

４月９日（日）

４月16日（日）

４月23日（日）

４月29日（祝・土）

４月30日（日）

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　☎＃8000 または ☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

「婦人がん検診」が「レディース検診」に変わります

●乳がん・子宮がん検診の集団検診会場で、骨粗  

　しょう症検診も同時に受診できるようになります。

●乳がんにかかりやすい40歳～ 60歳の人は受診料

　が無料になります。

●平日は、仕事勤めで検診を受けにくい人のために、

　土曜・日曜の検診を増やします。

※健（検）診日程表・受診券は5月ごろ郵送予定です。

３
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４月の健康テレフォンプログラム

月　曜

火　曜

水　曜

木　曜

金　曜

土・日

内　容曜　日

糖尿病の早期発見

いわゆる「五十肩」

おたふく風邪の合併症

目がゴロゴロする

脳梗塞などの片麻痺患者の口腔ケア

サイトメガロウイルス感染症

※フリーダイヤル  ☎0120-555-203 ( 携帯不可 )
※携帯電話　　      ☎095-826-5511
●祝日は前日のテープが流れます。
●午前９時から翌朝午前９時までの２４時間、同じ内容のテープ   
　が３分間流れます。
　　        お問い合わせ先　長崎県保険医協会　☎095-825-3829

今月の
特ダネ 乳がんにかかる人が増えています

「婦人がん検診」が「レディース検診」に変わります「婦人がん検診」が「レディース検診」に変わります

●乳がん・子宮がん検診の集団検診会場で、骨粗  ●乳がん・子宮がん検診の集団検診会場で、骨粗  

　しょう症検診も同時に受診できるようになります。　しょう症検診も同時に受診できるようになります。

●乳がんにかかりやすい●乳がんにかかりやすい40歳～ 60歳40歳～ 60歳の人は受診料の人は受診料

　が無料になります。　が無料になります。

●平日は、仕事勤めで検診を受けにくい人のために、●平日は、仕事勤めで検診を受けにくい人のために、

　土曜・日曜の検診を増やします。　土曜・日曜の検診を増やします。

※健（検）診日程表・受診券は5月ごろ郵送予定です。※健（検）診日程表・受診券は5月ごろ郵送予定です。

●乳がん・子宮がん検診の集団検診会場で、骨粗  

　しょう症検診も同時に受診できるようになります。

●乳がんにかかりやすい40歳～ 60歳の人は受診料

　が無料になります。

●平日は、仕事勤めで検診を受けにくい人のために、

　土曜・日曜の検診を増やします。

※健（検）診日程表・受診券は5月ごろ郵送予定です。

された場合は99.3％と非常に経過がよいがん

の1つです。

　日ごろのセルフチェックはもちろんですが、

早期で発見し重症化を防ぐためにも、40歳を

過ぎたら定期的（2年に１度）に乳がん検診を受

診するようにしてください。

　

　乳がんは、食生活の欧米化、晩婚化、少子化

などのライフスタイルの変化により日本人の女

性に急増しています。乳がんは身体の表面に近

いところに発生するため、自分で観察したり触

れたりすることによって発見できる可能性が高

いがんで、60％以上はセルフチェック（自己検

診）によって発見されています。

　

　平戸市は全国や県と比べて、下記の表の通り

乳がんの死亡率が高い傾向にあります。しかし、

平成27年度の乳がん検診の受診率は21.0％

と非常に低い状況です。

　乳がんの5年生存率は高く、特に検診で発見

４月の献血

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：004月30日（日）

平戸瀬戸市場
（たびら春まつりイベント会場）

日にち 時　間

標語「献血で　救える命が　そこにある」

ところ

保健センター　☎57-0977問

保健センター　☎57-0977問

高い生存率

さまざまな要因が

平成26年平成25年

20%
18％
16％
14％
12％
10％
8％
6%
4%
2%

（割合）

18.2

12.9
15.5

11.710.610.510.810.0

平戸市
長崎県

平成24年

6.0

全国

乳がん死亡（人口10万対率）

「婦人がん検診」が「レディース検診」に変わります

たびら春まつりの様子

100%
90％
80％
70％
60％
50％
40％
30%
20%
10%

（割合）

84.8

子宮頸がん乳がん肺がん大腸がん胃がん

各種がん５年相対生存率（2006～2010年）

50.1

93.5

67.7

53.2

18.9

90.9 99.499.3

77.3非検診
検診
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野
外
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
毎
年
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
る
市
営
半
元
キ
ャ
ン
プ
場

の
管
理
人
を
募
集
し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
、
観
光
課
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
中
は
施
設
に
常
駐

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

○
雇
用
期
間　

７
月
１
日（
土
）

　

〜
８
月
31
日（
木
）（
62
日
間
）

○
業
務
内
容　

利
用
者
の
受
け

　

入
れ
や
料
金
の
徴
収
業
務
、
施

　

設
の
管
理
業
務
な
ど
。

○
募
集
人
数　

１
人（
申
し
込
み

　

多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
し
ま

　

す
）

○
申
込
締
切
日　

４
月
28
日

　
（
金
）

○
申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
の
申
込
様
式
ま
た
は
、

　

観
光
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

◎
問　

観
光
課
観
光
振
興
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
２
７
３
）

Please 
Check

■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎53-2111　■田平支所　☎57-1111　■大島支所　☎55-2511

見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

Hirado  Informa on

半
元
キ
ャ
ン
プ
場
開
設
期
間

中
の
管
理
人
募
集

安
満
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

春
の
花
を
楽
し
む
山
歩
き

平
戸
瀬
戸
市
場 

イ
チ
ゴ
狩
り
２
０
１
７

募　
　

集

　　　　

平
戸
島
の
最
高
峰
で
あ
る
安
満

岳
に
邑
上
益
朗
氏（
平
戸
の
自

然
・
文
化
・
歴
史
研
究
会
）と
ス

ミ
レ
や
リ
ン
ド
ウ
な
ど
春
の
花
を

楽
し
み
な
が
ら
登
り
ま
す
。
ウ
ン

ゼ
ン
カ
ン
ア
オ
イ
の
花
も
見
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
と　

き　

５
月
６
日（
土
）午

　

前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時

　

※

荒
天
時
中
止

○
集
合
場
所　

安
満
岳
登
山
口

　

駐
車
場

○
参
加
費　

３
０
０
円

○
対
象
者　

小
学
３
年
生
以
上

　
（
小
学
３
年
生
は
保
護
者
も
参
加
）

○
申
込
人
数　

20
人

○
申
込
締
切
日　

４
月
21
日（
金
）

　

必
着

○
申
込
方
法　

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

メ
ー
ル
に
て
①
参
加
者
全
員
の

　

氏
名（
ふ
り
が
な
）②
生
年
月

　

日（
学
年
）③
性
別
④
代
表
者

　

住
所
⑤
電
話
番
号
を
記
入
し
、

　

九
十
九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
「
安
満
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」係
へ

　

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

応
募
者
多
数
の
場
合
、
募
集

　

期
間
終
了
後
に
抽
選
し
ま
す
。

◎
問　

九
十
九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

　

タ
ー

　
（
☎
０
９
５
６-

28-

７
９
１
９
）

　

平
戸
で
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
魚
を

中
心
に
、
お
土
産
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
る
平
戸
瀬
戸
市
場
が
運
営

す
る
イ
チ
ゴ
農
園
。
平
戸
瀬
戸
市

場
に
集
合
後
、
車
で
５
分
程
の
場

所
に
あ
る
イ
チ
ゴ
狩
り
農
園
に
移

動
し
て
体
験
で
き
ま
す（
要
予
約
）。

　

な
お
、
大
人
料
金
で
入
園
し
た

人
に
は
、
平
戸
瀬
戸
市
場
で
使
え

る
商
品
券（
３
０
０
円
分
）を

▲市営半元キャンプ場
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Hirado  Informa on

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
ま
す
。

○
と　

き　

〜
５
月
中
旬（
イ
チ

　

ゴ
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
瀬
戸
市
場
イ
チ

　

ゴ
ハ
ウ
ス(
平
戸
市
田
平
町
一

　

関
免)

○
受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

※

平
戸
瀬
戸
市
場
を
出
て
、
フ
ァ

　

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
平
戸
田
平
店
手

　

前
を
右
折
後
、
踏
切
を
超
え
て

　

す
ぐ
見
え
る
ハ
ウ
ス
で
す（
２
棟
）。

○
料　

金　

大
人（
中
学
生
以
上
）

　

１
，
２
０
０
円
、
小
学
生
７
０

　

０
円
、
３
〜
６
歳
５
０
０
円

　
（
入
園
料
、
30
分
食
べ
放
題
）

※

持
ち
帰
り
１
０
０
ｇ
２
０
０
円

◎
問　

平
戸
瀬
戸
市
場　

　
　
　
（
☎
21-

１
９
７
７
）

　　

平
成
29
年
度
県
立
学
校
地
域

開
放
講
座「
北
農
成
人
大
学
講

座
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

５
月
20
日（
土
）〜

　

10
月
21
日（
土
）ま
で
の
土
曜

　

日
、
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

　

計
８
回
開
催

○
と
こ
ろ　

北
松
農
業
高
等
学

　

校（
田
平
町
小
手
田
免
54
番
地

　

１
）

○
主
な
講
座
内
容　

野
菜
・
果

　

樹
・
花
類
の
管
理
、
菓
子
類
の

　

製
造
、
ま
ゆ
玉
製
作
な
ど

○
募
集
人
員　

30
人
程
度

○
実
習
材
料
費　

５
，
０
０
０

　

円
○
募
集
期
間　

４
月
10
日（
月
）

　

〜
24
日（
月
）

○
申
込
方
法　

北
松
農
業
高
校
へ

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
担
当　

竹
田
・
城
戸
）

　

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
未

　
　

経
験
者
を
優
先
し
ま
す
。

※

詳
し
い
内
容
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問　

北
松
農
業
高
校

　
　
　
（
☎
57-

０
５
１
２
）

小
・
中
学
生
コ
ー
ス（
各
１
時
間
）

　

▼
火
・
水
・
木
・
金　
　
　

　
　

午
後
４
時
30
分
〜（
定
員
15

　
　

人
初
級
・
中
級
）、
午
後
５

　
　

時
35
分
〜
（
定
員
20
人
中

　
　

級
・
上
級
）

　

▼
土
曜
日　

午
前
11
時
〜（
定

　
　

員
15
人
中
級
・
上
級
）、
午

　
　

後
１
時
〜（
定
員
15
人
初

　
　

級
・
中
級
・
上
級
）、
午
後

　
　

２
時
10
分
〜（
定
員
15
人

　
　

初
級
・
中
級
・
上
級
）

幼
児（
年
長
）コ
ー
ス（
各
１
時
間
）

　

▼
水
・
木
・
金　

午
後
４
時

　
　

30
分
〜（
定
員
８
人
）

○
期　

間　

第
１
期（
４
月
〜
７

　

月
）第
２
期（
９
〜
12
月
）第
３

　

期（
１
月
〜
３
月
）

○
料　

金

※

期
間
途
中
で
退
会
し
た
場
合

　

は
、
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
問　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　
　
　
（
☎
23-

８
３
５
１
）

　

求
職
者
の
再
就
職
の
た
め
の
、

も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
専

門
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
12
月
末
現
在
の
就
職
実

績
91
３
％
と
高
い
就
職
率
に
あ

り
、
き
め
細
や
か
な
就
職
活
動

の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
、
６
月
に
入
所
を
希

望
す
る
人
た
ち
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
訓
練
科（
導
入
講
習
付
き

　

訓
練
）　

　

▼
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科

　

▼
電
気
設
備
技
術
科

　

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　

▼
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
科

　

▼
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル
ワ
ー
ク
科

　

※

１
カ
月
間
の
導
入
講
習
を
受
講

　
　

し
、
引
き
続
き
６
カ
月
間
の
本

　
　

訓
練
を
受
講
す
る
職
業
訓
練

○
募
集
締
切
日　

５
月
１
日（
月
）

○
訓
練
期
間　

６
月
６
日（
火
）

　

〜
12
月
26
日（
火
）

○
申
込
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク「
職
業
訓
練
相
談
窓
口
」

◎
問　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

　
（
☎
０
９
５
６-

58-

３
１
１
８
）

北
農
成
人
大
学
講
座
の

お
知
ら
せ

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

公
共
職
業
訓
練
平
成
29
年

度
６
月
期
入
所
生
募
集

第１期
第２期

第３期

週１回 週２回 週３回 育成
コース

9,000円

7,000円

11,000円

9,000円

13,000円

11,000円

13,000円

11,000円

・第３子以降のスクール料金は半額です。
・スクール料金とは別に保険料が必要です（年額800円）
・各コース途中で入会しても、料金は同じです。

.



Hirado  Informa on

広報ひらど 平成29年４月号 20

「
平
戸
市
水
道
事
業
経
営

戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た

固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳

簿
・
課
税
台
帳
が
縦
覧
・

閲
覧
で
き
ま
す

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
期
限
は
、
平
成
30
年
４

月
２
日
ま
で

お
知
ら
せ

　　

平
戸
市
水
道
事
業
で
は
、
人
口

減
少
な
ど
に
伴
い
水
道
料
金
収
入

が
減
少
す
る
一
方
で
、
多
く
の
施

設
で
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施

設
の
更
新
や
耐
震
化
な
ど
に
多
大

な
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し「
安

全
で
安
心
な
水
道
水
の
安
定
的
な

供
給
」と「
安
定
し
た
事
業
運
営
」

を
継
続
す
る
た
め
に
、
平
成
29
年

度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

基
本
方
針
や
取
り
組
み
を
示
し
た

「
平
戸
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問　

水
道
局
総
務
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
８
１
３
）

　　

　　

４
月
３
日（
月
）か
ら
、
平
成

29
年
度
の
固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳

簿
・
課
税
台
帳
が
縦
覧
・
閲
覧

で
き
ま
す
。

○
と　

き

　

▼
縦　

覧　

４
月
３
日（
月
）

　
　

〜
５
月
31
日（
水)

　

▼
閲　

覧　

４
月
３
日（
月
）

　
　

〜

　

※

縦
覧
、
閲
覧
と
も
に
土
・

　
　

日
・
祝
日
は
除
く

○
と
こ
ろ　

税
務
課
固
定
資
産

　

税
班
、
ま
た
は
各
支
所
、
各

　

出
張
所
、
度
島
連
絡
所(

閲
覧

　

の
み
）

○
持
参
す
る
も
の

　

▼
本　

人　

①
本
人
と
確
認

　
　

で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　

カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、

　
　

運
転
免
許
証
な
ど
）②
印
か

　
　

ん（
認
印
可
）な
ど

　

▼
代
理
人　

①
委
任
状
②
代

　
　

理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

　
　

も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　
　

健
康
保
険
証
、
運
転
免
許

　
　

証
な
ど
）③
印
か
ん（
認
印

　
　

可
）な
ど

○
用
語
説
明

　

▼
縦　

覧　
「
土
地（
家
屋
）価

　
　

格
等
縦
覧
帳
簿
」を
見
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土

　
　

地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正

　
　

で
あ
る
か
を
ほ
か
の
土
地
や

　
　

家
屋
と
比
較
で
き
ま
す
。

　

▼
閲　

覧　
「
固
定
資
産
課
税

　
　

台
帳（
名
寄
帳
）」を
見
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
土

　
　

地
や
家
屋
、
償
却
資
産
の

　
　

内
容
・
評
価
額
な
ど
を
確

　
　

認
で
き
ま
す
。
借
地
・
借
家

　
　

人
も
閲
覧
対
象
と
な
り
ま
す

　
　

が
、
閲
覧
で
き
る
の
は
賃
貸

　
　

借
関
係
に
あ
る
土
地
、
家
屋

　
　

に
限
り
ま
す
。

◎
問　

税
務
課
固
定
資
産
税
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
５
２
）

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
、
不
妊

治
療
を
行
っ
た
人
を
対
象
に
、
治

療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
者　

次
の
要
件
を
満
た
す
人

　

▼
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る

　
　

夫
婦

　

▼
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が

　
　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
。

　

▼
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　

▼
特
定
不
妊
治
療
の
場
合
、

　
　

長
崎
県
特
定
不
妊
治
療
支

　
　

援
事
業
の
承
認
を
受
け
て
い

　
　

る
こ
と
。

○
助
成
額（
治
療
１
回
あ
た
り
の

　

上
限
額
）

　

▼
一
般
不
妊
治
療
 
１
万
円　

　

▼
特
定
不
妊
治
療　

10
万
円

◎
問　

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー

　

ビ
ス
班（
☎
57-

０
９
７
７
）

　　　　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
戦
没

者
な
ど
の
遺
族
に
対
し
、
国
と
し

て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た

め
、
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）

平
成
29
年
度
か
ら
不
妊
治

療
費
助
成
を
行
い
ま
す
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手当月額（改正前）

42,330円

9,990円～42,320円

10,000円

5,000円～9,990円

6,000円

3,000円～5,990円

51,500円

34,300円

手当月額（改正後）

42,290円

9,980円～42,280円

9,900円

5,000円～9,980円

5,990円
3,000円～5,980円
51,450円
34,270円

Hirado City Public Relations,2017.421

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

○
支
給
対
象
者　

戦
没
者
な
ど

　

の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、
平
成

　

27
年
４
月
１
日（
基
準
日
）に

　

お
い
て「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

　

扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没

　

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

　

年
金
」な
ど
を
受
け
る
人（
戦

　

没
者
等
の
妻
や
父
母
な
ど
）が

　

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

　

よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人
に
支

　

給

　

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

　
　

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

　
　

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

　
　

受
給
権
を
取
得
し
た
人

　

②
戦
没
者
な
ど
の
子

　

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母 

・
孫 

・

　
　

祖
父
母 

・
兄
弟
姉
妹

　

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、

　
　

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

　
　

と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

　
　

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

　
　

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

　

④
上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没

　
　

者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

　
　
（
甥
、
姪
な
ど
） 　

　

※

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で

　
　

引
き
続
き
１
年
以
上
の
生

　
　

計
関
係
を
有
し
て
い
た
人
に

　
　

限
り
ま
す
。

○
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５

　

年
償
還
の
記
名
国
債

○
請
求
期
間　

〜
平
成
30
年
４

　

月
２
日
ま
で（
請
求
期
間
を
過

　

ぎ
る
と
第
10
回
特
別
弔
慰
金

　

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
）　

　
※

す
で
に
請
求
手
続
き
を
済
ま

　
　

せ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

　
　

新
し
い
国
債
の
発
行
ま
で
に

　
　

請
求
日
か
ら
約
１
年
ほ
ど

　
　

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
市
へ

　
　

届
き
次
第
通
知
を
し
ま
す
の

　
　

で
、
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

　
　

さ
い
。

◎
問　

福
祉
課
総
務
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
６
２
）

　　　

４
月
６
日（
木
）か
ら
15
日

（
土
）ま
で
の
10
日
間「
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上
と
子
ど
も
・
高
齢
者
に
優

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
額
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

　

▼
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

　
　

の
交
通
事
故
防
止（
自
転
車

　
　

に
つ
い
て
は
特
に
自
転
車
安

　
　

全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

　

▼
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の

　
　

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　

い
着
用
の
徹
底

　

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

◎
問　

総
務
課
危
機
管
理
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
２
８
）

　　

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
成
年
者
が
お
酒
を
飲
む
と
、

脳
の
機
能
の
低
下
、
肝
臓
な
ど
の

臓
器
へ
の
障
害
、
性
ホ
ル
モ
ン
の

異
常
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な

り
や
す
く
な
る
な
ど
、
体
や
心
の

発
達
に
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

「
お
酒
は
、
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
」

◎
問　

長
崎
税
務
署

　

               （
☎
０
９
５-

８
２
２-

４
２
３
１
）

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
児
童
扶

養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

月
額
が
左
記
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

◎
問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
（
☎
内
線
２
５
７
４
）

　

４
月
は
未
成
年
者
飲
酒
防

止
強
調
月
間
で
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

児童扶養手当

全部支給
一部支給

１級
２級

全部支給

一部支給
第２子
加算額

第３子以降
加算額

全部支給

一部支給

特別児童
扶養手当



お詫びと訂正
　広報ひらど３月号で内容に誤り
がありましたので、お詫びすると
ともに、下記のとおり訂正します。
●Ｐ22　
　振替納税振替日　４月20日
誤「所得税･復興特別所得税　
　贈与税」
→正「所得税･復興特別所得税」
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市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

体
制
強
化
お
よ
び
総
務
部
内
の
管

理
体
制
の
整
備
、
並
び
に
世
界
遺

産
登
録
を
見
据
え
た
商
工
と
観

光
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
商

４
月
か
ら
市
の
組
織
が
一

部
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故

防
止
の
お
願
い

　

消
火
器
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
消
火
器
の
交
換
時
期
は
？

Ａ
．
各
消
火
器
メ
ー
カ
ー
で
は
、

　

交
換
推
奨
年
数
が
８
〜
10
年

　
（
住
宅
用
消
火
器
は
５
年
）と

　

な
っ
て
い
ま
す
。
耐
用
年
数
が

　

過
ぎ
て
い
る
と
使
用
時
に
消
火

　

薬
剤
が
噴
射
で
き
な
い
可
能
性

　

が
あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
腐
食
・
変
形
し
た

　

も
の
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

　

消
火
器
が
破
損
し
て
け
が
を
す

　

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
消
火
器
を
廃
棄
す
る
場
合

　

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
？

Ａ
．
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が
貼
っ

　

て
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
購

　

入
し
た
販
売
店
へ
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が

　

貼
っ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

　

消
防
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

消
火
器
は
緊
急
の
際
す
ぐ
に
手

　

に
で
き
る
よ
う
に
目
立
つ
場
所

　

に
設
置
し
、
直
射
日
光
を
避
け
、

　

湿
気
の
少
な
い
場
所
に
保
管
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
内
線
２
１
２
４
）

　

こ
い
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

消
火
器
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

電
線
付
近
で
の
こ
い
の
ぼ
り
の
掲

揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
一
、
こ
い
の
ぼ
り
や
釣
り
糸

が
電
線
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
自

分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
近
く
の
九

州
電
力
ま
で
ご
連
絡
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問　

九
州
電
力
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戸
営
業
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平成29年度平戸市組織機構改編 変更箇所

総務部 総務課 総務課

人事課

行政班

人事班

秘書班

行政班

情報推進班

危機管理班

行革推進班

広報情報班

人事班

行革推進班

秘書広報班

協働政策班

定住推進班

観光振興班

文化遺産班

交流推進班

観光振興班

文化遺産班

交流推進班

総務班

農務畜産班

鳥獣被害対策班

農林整備班

総務班

農務畜産班

農山村対策班

農林整備班

総務管理班

水産振興班

漁港港湾班

総務管理班

水産振興班

漁港港湾班

６次産業振興班

商工新産業班

物産振興班

商工新産業班

総務管理班

道路建設班

維持補修班

地籍調査班

総務住宅班

建築営繕班

ふるさと景観班

総務班

施設給水班

総務班

施設整備班

施設管理班

給水班

行革推進課

地域協働課 地域協働課

観光課

文化交流課

観光課

文化交流課

農林課

水産課

農林課

水産課

商工物産課

商工物産課

建設課
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道路建設班
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地籍調査班

総務住宅班

建築営繕班
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建設課

都市計画課

部名 課名 班名 部名 課名 班名

文化観光部

産業振興部

建設部

水道局

総務部

文化観光
　　   商工部

農林水産部

建設部

水道局

改編前 改編後

工
物
産
課
の
部
移
動
に
よ
る
文
化

観
光
商
工
部
、
農
林
水
産
部
の

部
名
変
更
な
ど
、
市
の
組
織
の
一

部
を
改
編
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

本
庁
３
階
の
旧
行
革
推
進
課
執

務
室
を
会
議
室
に
、
市
長
室
前

会
議
室
を
地
域
協
働
課
執
務
室

に
変
更
し
ま
し
た
。

◎
問　

人
事
課
行
革
推
進
班

　
　
（
☎
内
線
２
３
５
２
）

協働交通政策班

危機管理班



Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

Hirado City Public Relations,2017.423

各種相談

延長窓口

●延長窓口実施日
　３日（月）～７日（金）、11日（火）、13日（木）
　18日（火）、20日（木）、25日（火）、27日（木）
●延長時間　　午後５時15分～午後７時
●開設場所　　本庁市民課
●受付内容　　転入・転出・転居届
●交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し　◎印鑑登録および印鑑証明書
※各支所・出張所では実施していません。
※証明の種類によっては委任状が必要になる場合が
　あります。また、印鑑登録については即日登録で
　きない場合がありますので、予約の際にご確認く
　ださい。

市税の納期
●市県民税　　　　　　　　第１期（６月）
●国民健康保険税　　　　　第１期（６月）
●固定資産税　　　　　　　第１期（５月）
●軽自動車税　　　　　　　全期（５月）
●後期高齢者医療保険料　　第１期（７月）
●介護保険料　　　　　　　第１期（６月）

○４日（火）９：30～ 17：00
　田平町民センター

●よろず相談会

5月から毎月開催予定
●若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

４月から毎月開催予定
（詳しくは、４月15日号でお知らせします）

●個別創業相談会

○14日（金）10：00 ～ 16：00
　商工会議所２階会議室
○28日（金）10：00 ～ 16：00
　商工会議所２階会議室

●ハローワークin平戸市

市民課内市民総合相談室　☎内線（2530）問

○５日（水）13：00 ～ 15：00
　多目的センター青少年室　
○12日（水）13：00 ～ 15：00　
　生月舘浦出張所
○26日（水）13：00 ～ 15：00　　
　田平支所１階会議室３

●消費生活巡回相談

商工物産課商工新産業班　☎内線（2214）問

●年金相談（完全予約制）
○11日（火）10：00 ～ 12：00/13：00 ～ 15：00
　市役所本庁３階大会議室
○25日（火）10：00 ～ 12：00/13：00 ～ 15：00
　市役所本庁３階大会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室   受付時間  8：30～17：00
（相談日の前日までにご予約ください）

市民課国保年金班　☎内線（2593）問

市民課戸籍住民班　☎内線（2523）問

税務課総務徴収班　☎内線（2542）問

　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用される場合は、必ず
当日の午後5時までにご連絡ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）
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多くの来場者でにぎわう
２

26
25

　平戸瀬戸市場で「平戸瀬戸市場５周年記念誕生祭」

が開催されました。

　直売所では、平戸で取れた新鮮な農水産物を買い

求めようと、市内外からの大勢のお客さんでにぎ

わっていました。

　屋外の会場でも炭火で食べる海鮮バーベキューや、

農産物、あごだしうどん、干物などが販売され、多

くの人が買い求めていました。さらにいちごの早食

い競争も行われ、多くの人が参加し優勝目指して頑

張っていました。

峠の炎が春をよぶ
２
25

　川内峠で野焼きが行われました。当日は近隣の地

区住民、市、消防など約150人の関係者が参集し

て実施しました。

　午前９時に火入れを行い、草原のススキなどが勢

いよく燃え広がり、あたり一面はあっという間に

黒々とした景観に変化していきました。訪れた見物

客やアマチュアカメラマンも炎で変わりゆく景色に、

魅了されていました。

　４月上旬には、わらびやぜんまいなどの新芽が顔

をだし、山菜取りの人たちなどでにぎわいます。

2

　根獅子小学校体育館で、「第８回うましの里・根

獅子食まつり」（根獅子集落機能再編協議会）が開催

されました。

　会場には、地元の皆さんが出品したごはん類やお

かず、お菓子など約150品の郷土料理や創作料理

が並び、市内外から集まった約450人の皆さんは、

舌鼓を打ち、食の魅力やおもてなしを満喫しました。

　また、地域づくりについての基調講演や、重要文

化的景観に選定された地域の代表者を招いたパネル

ディスカッションなども開催されました。

郷土の魅力を再発見
３

　生月町中央公民館前の生月漁港防波堤の壁面に、生

月小学校６年生の児童18人が卒業記念として、大き

なマンボウを描いた壁画が完成しました。今年は、市

民活動事業の「生っ子われら水産光耀隊」事業の一環と

して行われ、生月漁港防波堤の壁面を一つのキャンパ

スに見立てて、壁画を作成しました。

　この日は、出来上がった作品の前で記念撮影を行い

「下絵をカッターで切り抜くことや色合いを調整した

りするのが難しかったけど、みんなで一緒に楽しくで

きていい思い出になりました」と笑顔で話しました。

今年は巨大マンボウが登場10
３

・

５
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ユニークなアイデアばかり
３
17

　地球温暖化対策の一環として、市が実施したエコ

ライフ事業の取り組みの中で「期間中の取り組みが

ユニークなもの」や「省エネ対策として普及しそうな

取り組み」で特に優秀と認められた取り組みに対し、

省エネ家電などを贈る贈呈式が行われました。

　今後も普段の生活の中で「節電や省エネ」を意識し

て、無理なく、楽しいエコライフを実践し、家庭で

できる節電・省エネに引き続きご協力ください。

【最優秀賞1人・優秀賞４人】

　最優秀賞　田平町　江下　和惠さん

地域に愛された保育所が閉所
３
11

　根獅子町へき地保育所園舎で、地域の人たちが見

守る中「根獅子町へき地保育所閉所式」が開催されま

した。

　根獅子町へき地保育所は昭和44年に開所し、そ

の当時は45人が通っていましたが、少子化などの

影響から徐々に児童が減少し、現在は３人となって

おり惜しまれながらも48年の歴史に幕を閉じまし

た。式典では、旧卒園児あいさつや閉園プレート設

置式などが行われ、数々の思い出が詰まった保育所

に、皆さん最後の別れを告げていました。

　生月保育所で、歴代園長先生や地域の人たちが見

守る中「生月保育所閉所式」が開催されました。

　生月保育所は、昭和29年に開所し、多いときは

約120人の園児が通っていましたが、少子化の影

響から、63年の長い歴史に幕を閉じました。

　式典では、園児らによる園歌や別れの歌が披露さ

れ、見守っていた地域の人たちや保護者の皆さんは

大勢涙を流していました。その後中央公民館で開催

された想い出の会では、懐かしい写真の展示や園児

による踊りが披露され、最後の別れを惜しみました。

63年の歴史に幕を閉じる18
３

　平戸ライオンズクラブの中島潤二前会長と松尾勝

博幹事が、市教育委員会教育長室を訪れ、今春から

市内の小学校に入学する１年生約240人に防犯ブ

ザーを寄贈されました。平戸ライオンズクラブ設立

30周年記念事業と地域への社会奉仕活動の一環とし

て、子どもたちの登下校の防犯対策に活用してほし

いと毎年寄贈され、今年で９回目となります。

　中島前会長は「使わないことが一番だが、万が一の

時に役立ててほしい。今後も子どもたちが安心して

登下校できるよう支援していきたい」と話しました。

子どもたちの安心・安全に13
３
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100歳祝い100歳祝い
（宮の町）白石　文子さん

　３ 月17日、白 石 文 子 さ ん が

100歳のお誕生日を迎えました。

　黒田市長が入所先のひらんどを

訪れ、花束と記念品を贈り長寿を

祝いました。お祝い式では文子さ

んが感謝の気持ちを述べました。

（戸石川町）池田　イチさん
　２月15日、池田イチさんが

100歳のお誕生日を迎えました。

　黒田市長が入院先の柿添病院

を訪れ、花束と記念品を贈り長

寿を祝いました。お祝い式では

千羽鶴がプレゼントされました。



ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合
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宮川 陽來ちゃん・宮川 涼來ちゃん

Ｈ24.4.26　5歳　  Ｈ26.4.27　3歳

うらた        けんと

浦田 健兜 くんＨ26.４.10　３歳　（田平町）

納屋 琥太郎 くん

Ｈ27.４.24　２歳（岩の上町）

いのもと         えま

井元 笑舞 ちゃん

Ｈ27.４.17　２歳　（度島町）

せと　　　　さな

瀬戸 咲菜 ちゃん

Ｈ27.４.８　２歳（岩の上町）
石橋 愛心 ちゃん

Ｈ24.４.18　５歳　（田平町）

梶原 颯隼 くんＨ27.４.19　２歳　（田平町）

畠 漣晟 くん

Ｈ26.４.12　３歳（岩の上町）

投稿募集！

●投稿方法　・写真・子どもの氏名（ふりがな）・生年月日・性別・投稿者氏名・住所
　　　　　　・連絡先を添えて、Ｅメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（行革推進課広報情報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　10人（先着順）

広報ひらど

５月
生まれ
募集中

※メール送信の際は、件名に必ず「５月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

５月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコーナーでは、小学校入学前
の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に限ります）

松山 愛叶 くん

Ｈ28.４.10　１歳　（生月町）

浜野 蓮士 くん
Ｈ26.４.30　３歳（田平町）

４月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

はまの　　　れんと まつやま       あいと

いしばし       あいみはた　  れんせい
かじわら       はやと

なや　         こたろう

（野子町）

みやがわ 　すずなみやがわ 　あきな
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（WED）

金曜
（FRI）

木曜
（THU）

日曜
（SUN）

火曜
（TUE）

月曜
（MON）

大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

土曜
（SAT）

編
集
後
記

　

広
報
ひ
ら
ど
は
合
併
後
、

10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ザ
イ
ン

が
変
わ
っ
て
い
な
い
ペ
ー
ジ

も
あ
り
ま
し
た
。
今
月
号
か

ら
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、

内
容
も
整
理
し
充
実
さ
せ
、

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

更
な
る
充
実
に
向
け
、
気

持
ち
も
新
た
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
号
か
ら
、
広
報
紙
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
レ

イ
ア
ウ
ト
に
し
て
、
市
民
に

気
軽
に
手
に
と
っ
て
見
て
も

ら
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
き

ま
す
。

　

内
容
も
、
ま
だ
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
、
知
ら
れ
ざ
る
平

戸
の
魅
力
的
な
「
人
・
企
業
・

団
体
」
な
ど
も
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
き
ま
す
。

●消費生活巡回相談
田平地区（田平支所
１階会議室３）13：00
～ 15：00

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所2
階 会 議 室）10：00 ～
16：00

昭和の日

瀧 伊

●消費生活巡回相談
生月地区（舘浦出張
所）13：00～ 15：00

●ハローワークin平戸
市（平戸商工会議所2
階 会 議 室）10：00 ～
16：00

●消費生活巡回相談
南部地区（多目的研
修センター青少年室）
13：00～ 15：00

●よろず相談会（田平
町民センター）９：30
～ 17：00

４月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。

４月のイベントカレンダー
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永田記念図書館休 永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

永田記念図書館休

●ＫＢＣラジオ
　「平戸んどん」
13：40 ～ 13：43

●ＫＢＣラジオ
　「平戸んどん」
13：40 ～ 13：43

●ＫＢＣラジオ
　「平戸んどん」
13：40 ～ 13：43

●ＫＢＣラジオ
　「平戸んどん」
13：40 ～ 13：43

HIrado H

●平戸春風オルレ（九州オル
レ平戸コース）9：00～ 9：
45（受付）10：00（出発）
●第16回平戸お庭めぐ
り（鮎川家、梅ヶ谷津偕楽
園、大曲公家、川谷家、内
野家、志自岐家、熊沢三郎
記念館、永山家、大曲敦
家）10：00～17：00

●平戸松浦家のひな人形
展（～３日）（松浦史料博物
館）8：30 ～
●さくらまつり（～９日）
（亀岡公園）
●第９回県立田平公園さ
くらまつり（～９日）（県立
田平公園）18：00～ 21：
00（ライトアップ）

●第40回たびら春まつ
り（～ 30日）（平戸魚市
一帯）
29日11：00～17：00
30日９：00～17：00

●第45回生月町民運動会
（生月町勤労者体育セ
ンター）９：00～

●市内中学校入学式
および野子小・度島
小・大島小入学式

●春の全国交通安
全運動 （～ 15日）

●固定資産税の縦
覧帳簿・課税台帳
縦覧・閲覧開始
縦覧（～５月31日）
閲覧（３日以降）

●生月町年代別ソフ
トボール大会（生月
町勤労者体育セン
ターほか）８：30 ～

●北農成人大学講座
募集開始（～ 24日）

●平戸市台湾親善訪
問団出発（～ 30日）

●半元キャンプ場管
理人募集期限

●安満岳トレッキン
グ募集期限

●市内小学校入学式

●年金相談（本庁）（市
役所本庁3階大会議室）
10：00 ～ 12：00/13：
00～15：00

●年金相談（本庁）（市
役所本庁3階大会議室）
10：00 ～ 12：00/13：
00～15：00

●おはなし会（ふれあいセ
ンター児童室）14：00 ～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00 ～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00 ～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00 ～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしの部屋）
14：00 ～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00 ～

●おはなし会（ふれあいセ
ンター児童室）14：00 ～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00 ～

●おはなし会（ふれあ
いセンター児童室）
14：00 ～

昨年の春風オルレライトアップされた慈眼桜（木ヶ津町）

●子ども読書週
間（～５月12日）

●おはなし会（平戸図書館
おはなしの部屋）14：00 ～

●みんなdeシネマ
「大木家のたのしい
旅 行」（COLAS平 戸
ホール）14：00 ～

●みんなdeシネマ
「大木家のたのしい
旅 行」（COLAS平 戸
ホール）14：00 ～


